
子ども達は 見ている・考えている

９月末には中体連秋季大会（新人戦）ですが，学校ではスポーツとともに文化の季節を迎
えています。

去る９月１９日と２０日の二日間，弁論大会の学級予選が行なわ

れました。国語の時間で原稿書きに取り組み，いよいよ学級の仲間
の前でのスピーチです。教室の後ろには数人の先生も耳を傾けてい
ましたから，発表者にとっては緊張のひと時です。１年生は初めて

の取り組み『どんな感じになるのかな』という思い，２年生は『今年は頑張るぞ』『しっか

り発表しよう』と気を引き締め，３年生は『今年もか』という思いと『これが最後だな』と
いう思いが交錯していました。
さて，内容ですが，１年生は部活動をテーマに話した生徒がほとんどでした。「野球は宝

物だ」「陸上部で大変だったこと」「バレーボールは私にとって複雑だ」「卓球は精神と努力

の問題」など，１年生にとって部活動がいかに身近で意味深いかを感じさせてくれます。

２年生では自分の身の周りや地域，そして友達や自分自身についてが話題となっていました。

「浜で暮らす素晴らしさ」「ともだちはいい」「僕は自由だが疲れている」など，世界が少

し広がりつつあります。

３年生のテーマは多岐にわたります。「ゴミ問題」「こんぶ漁」「弁論」「涙の必要性」「形

式的な私の心」「いじめと差別」「将来の夢への希望と不安」などですが，いかがでしょう

か。テーマからは身の周りや学校から外へ，そして社会への広がりを感じさせられます。そ

れと同時に自分の内面を手探りしている様子も伝わります。

弁論への取り組みは「テーマを決めることも原稿を書くことも面倒くさい」と多くの子ども

達は思います。また，発表するのも「できるだけ原稿を見ずに，ゆっくりと，時には感情を

込めて」となれば，これは大変な作業です。でも，間違いなくそこには成長の姿が現われ，

発表することでお互いを刺激し合い，深い交流とさらなる成長があります。

子ども達の成長を ぜひ確認してください

今年の校内弁論大会は，１０月１０日を予定しています。確定しだいご連絡いたしますが，ぜ

ひ保護者の皆様をご招待したいと思います。各学年から数名の代表が発表することになり，全員

の発表が聞けるわけではありませんが，お忙しい時間を割いて来ていただければ幸いです。

文化祭は １０月２８日です

ひと月後に迫ってきた文化祭ですが，今年は個人による発表も

幕間ではなくきちんと時間を設定しての発表です。さまざまな取

り組みが開始されつつあります。きっと，生徒会を中心に充実し

たものに仕上げてくれるはずです。多くの方々のご来場をお待ち

しております。
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大変遅くなりましたが 枚方報告８／３～７ １０月 (神無月 )
主な行事

1 月 朝会(保体企画）

2 火 中標津高校体験入学

3 水 臨時休校（別教研）

4 木 中間テスト

5 金 釧路湖陵説明会

6 土 数検

7 日 別海パイロットマラソン

8 月 体育の日

陸上秋季記録会１

9 火 秋の身体測定 別海高校体験入学

10 水 貯金日 校内弁論大会(午後)

赤レンガチャレンジ(1日 午前)

11 木 研修日（社会科 3年）

全道卓球（ジュニア，一般）

12 金 赤レンガチャレンジ(２日 午後)

13 土 数検(9:00～11:30）

14 日

15 月 文化祭特別時間割り

16 火

17 水 ３年文協テスト総合B

18 木

19 金 小樽水産体験入学

20 土 英検 陸上秋季記録会２

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木 文化祭総練習

26 金 集金日

27 土

28 日 文化祭

29 月 振替休日

30 火 職員会議 ALT来校(11/2迄)

31 水 弁当の日

国後から帰ってきて ～北方四島交流事業に参加して～８／３～６

別海町では，大阪の枚方市と姉妹都市として隔年で中学生の交
流を行っています。今年は，別海町から枚方に訪問し，本校から
も2年の山崎楓也君と津田真奈さんが参加しました。きっと2人
は夏休みのこの5日間，戦争の重大さや苦しみ，そして交流でで
きた仲間との楽しさを十分に感じ，いい思い出になったと思いま
す。

2年 山崎 楓矢

僕はふれあいの翼で、いろんなことを体験しました。初
日は、別海町の人たちと交流しました。夜はトランプで大
富豪をして楽しみました。
二日目と三日目は、枚方、名護、四万十の人たちと交流
しました。とても楽しかったです。
広島の原爆記念館では戦争の怖さがわかりました。

2年 津田 真奈

私は大阪枚方の方々との交流に参加しました。
枚方や広島の人たちはとても元気で，話している自分もす
ごく楽しいと思いました。
広島に行ってからは、広島の原爆ドームや資料館に行っ
てきました。ほかに、被爆体験者のお話を聞いて、思って
いた以上に辛いことがあり、心を痛めました。
この広島でのお話や交流で経験したことをこれからも役
立てて行きたいと思います。

2年 阿部 胡桃

国後島では、ロシアの有名な料理などを食べました。後、現地の人

たちはすごく優しかったし心暖かい人たちばかりでした。でも会話集

会の時にある人が「この北方領土問題について、現地の中学生はどう

思っているんですか？」と聞くと、おばさんがキレて怒っていたので、

何故なんだろうなぁと思いました。

もし今度行けるとしたら、ホームステイを体験してみたいです。


